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＜連絡事項＞
・南病棟より2名インフルエンザA型陽性が発生したことより、今後の治療・処遇に関しては現段階で下記となりますので、周知・徹底をお願いします。
【食事】：南病棟の患者は、全てレストラン移動禁止(2/8昼～)とします。
【プログラム】：作業療法ならび病棟内実施のプログラムは、本日午後より中止とします。
【院内歯科】：本日より当面中止とします。
【皮膚科診察】：医師が来棟してくれるため現状体制で実施。
※他病棟での対応については、週末の経過を見て来週月曜日に判断します。

・本日看護グループ研修(救急対応)があります。参加しましょう。

＜要注目患者様＞
・小笠原　文人様～奇異的・まとまりない行動目立っています。睡眠も不安定となって来ており、早朝覚醒が増えてきています。自室床頭台の位置を変える、衣類を重ね着する等されてはいますが、他者とのトラブルは無く経過しています。気分高揚により、日課や金銭管理に支障をきたす患者様です。引き続き、精神状態観察し、必要時は介入していきましょう。

・大上　なみ様～発熱無く経過。咳等の感冒症状も軽減傾向です。昨日より、感冒薬が増
量となっています。引き続き、身体症状観察していきましょう。

・原　吉郎様～本日は不調の訴え聞かれず、プログラムにも拒否なく参加されています。
独語も目立たず経過しています。引き続き、訴えを傾聴しながら、精神症
状観察していきましょう。

・井上　和美様～昨夜就床前薬服薬時、チェック表への記入を声掛けしたスタッフに対し
「もう少し早く教えてくれてもいいべな。」と、声を荒げることありまし
た。夜間の睡眠も不安定となって来ており、自ら作詞・作曲したと、ス
タッフへ報告してくる等、気分の高さが伺える言動も見られています。
他者の言動を曲解し、易怒的となる患者様です。引き続き、精神症状観
察し、関わる際は言葉遣いに注意していきましょう。

＜田名部Drケース検討＞
・越後　京子様～同室者への不満を漏らすことはありますが、トラブル無く、穏やかに過
ごされています。退院へ向け兄様との面談を調整していきます。臨時薬は、同内容で継続処方となっています。

・高田　マキ様～妊娠している、都内に不動産を持っているなど、誇大的・非現実的な内
容の妄想頻回に聞かれていますが、日課に支障をきたすことなく、トラ
ブルに至ることもなく経過しています。臨時薬は、同内容で継続処方と
なっています。

・倉橋　生子様～他者に対して干渉的な言動や、拒絶症が見られています。本日昼食時、
途中まで移動したにもかかわらず、摂取を拒否し帰棟しています。臨時
薬は就床前薬にオランザピン(5mg)1錠が追加となり、他同内容で継続処
[bookmark: _GoBack]方となっています。咳嗽はおさまっており、レスプレンは止めとなります。

・高橋　伸治様～食事摂取時、スプーンへ取る1回量が多量であり、本人も量を調整出来
ずむせ込むこと見られていたため、食事形態を全粥(大盛)・キザミへ変
更しています。処方変更ありません。

・齋藤　光枝様～身体の震えも減少傾向にあり、歩行器の使用や移動に関しても、比較的
スムーズに出来ています。日中は、ナンプレを行うなど活動性も向上し
ており、気分面での抑うつも見られていません。

・小向　静江様～本日、母様と連絡が取れ、家族面談は2/28(木)11：00～実施予定と
なっています。臨時薬は、同内容で継続処方となっています。

・成田　富士子様～最近は不満を訴えること無く、指示薬も服用すること無く経過しています。低血糖もありません。処方変更ありません。

・千葉　光広様～排尿時の痛みや、腰痛の訴えはありません。今後は青山荘見学を進めて
いきます。処方変更ありません。
 
・犾守　佑太様～妄想に左右された言動見られず、入浴・洗濯等の保清面も、問題なく経過しています。処方変更ありません。

・沢田　徳則様～昨夜「ここ3日位眠れていないから薬下さい」と訴え、不眠時の指示薬
エスタゾラム服用していました。自身の名前(漢字)が違うと訂正を求め
てきたり、痛みが無いにもかかわらず、腰痛の対処(ブロック注射)を尋
ねてきたりしていますが、切迫した様子無く、過度となることもありま
せん。

・松川　久雄様～特変なく経過。夜間の中途覚醒も減少してきています。処方変更ありま
せん。

・鎌田　慶一郎様～精神症状的にも、被害妄想症状は見られず、穏やかに過ごされています。認知機能低下も目立っていません。入眠困難の訴えあり、眠剤はエスタゾラムからフルニトラゼパムへ変更となっています。

＜SST検討＞
・改めて、インフルエンザ予防の大切さを伝え、手洗い・うがい・手指消毒の徹底を呼び掛けていく。
